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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

勾配屋根の取り合い４．１９

４．１８．２　梁 ４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

４．１８．１　柱

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

以下とする。

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

増し打ち補強要領は、４.１９．２図による。

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋

４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

ＡＷＳＣＪ（第４版）－０９６－００４

４　建築工事

４．１７  階段の配筋要領

４．１８ 柱及び梁の増し打ち要領
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ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

取り付く場合

１） 柱頭部で柱芯に梁が ２） 柱頭部で柱外面に梁が

取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

：壁芯


